
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第 14 章 施工留意事項 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 



14-1 指定地北側工区の供用時期 

対象工区の事業スケジュールは、全面供用の目標を令和 11年 4月頃として計画されている。 

この目標に対して、土木工事、建築工事、公園（遺構等）工事、市道改良工事が連携をとって事業

を進める必要がある。 

 

14-2 整備内容の見直しの可能性 

 本設計は、整備活用委員会の審議を受けて、実施方針を決定しているが、来年度以降も整備活用

委員会は継続されるため、設計内容の見直しが発生する可能性がある。 

 

14-3 当該業務における留意事項 

当該業務における留意事項について、各章で記述している。 

 （工事用道路、盛土粗造成について） 

  ・Ｒ８年度は、工事用道路の設置、建設発生土の敷地搬入、粗造成を行う計画である。 

・県道より南側の水田は地盤が軟弱であり、トラフカビリティの確保が困難となることが予想さ 

れる。湿地系ブル等を用いた工事では施工速度が劣るため、表土 0.2m を対象として表層安定 

処理を計上しているが、固化材の配合量は最低量を計上しているため、工事においては、状況 

確認を行う必要がある。 

 

（遺跡発見ひろばの構造物設置について） 

 ・一部を除き、現況土地利用が住宅団地であるため、地盤支持力は 100kN/m2 程度を想定してい

るが、工事に当たっては必要な支持力が確保できているかを確認する必要がある。 

  

（遺跡展示施設計画地の余盛） 

・遺跡展示施設（建築施設）の整備予定地に事前に盛土載荷を行い、現況地盤の圧密沈下促進、

地盤強度の増加、ならびに残留沈下量の低減を図ることとした。 

  ・施設内容の詳細が不明であるため、盛土高さは暫定として H=2.5ｍとしている。 

 

 （土工算出方法） 

  ・当該設計では、基本 50m 間隔で横断測量を行い、その結果を基に土工量を算出しているが、横

断に反映されない変化点が多数あるため、詳細な土工量管理は困難である。ICT 施工を考慮し

た工事対応とすれば、的確な土工量把握ができるが、その作業には費用と時間を要する。 

 

（工事中の排水対策） 

・対象区域では 2河川の流域に分かれているため、各河川の流域を踏まえて、工事状況に合わせ

た調整池（沈砂池）を設置する必要がある。 
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（既存水路のスラブ掛け） 

  ・既存水路は上流域から流下し、日置川と勝部川へ放流する経路となっているため、排水路機能

の確保が必要とされる。そのため、既存水路（W=700～1000）の複数水路には床版を掛け、そ

の上に造成を行う計画する。 

 

 （電気・給水設備の建築設計との調整） 

・電気設備として、公園灯 4 基を対象とした配線計画としている。公園灯を計画する遺跡発見

ひろば敷地には遺構展示施設（建築物）を別途計画することになっている。改めて、電力引

込み線の容量や埋設配管の調整、電力引込み位置を調整する必要がある。このことを踏まえ

て、電力事業者へ公園灯の電力引込申請は未協議である。 

   ・植栽への散水管理を対象とした給水施設整備を計画した。遺跡発見ひろば敷地には遺構展示

施設（建築物）を別途計画することになっているため、改めて、給水容量を調整した量水器

設置の調整が必要となる。 

・また、消火栓施設配置の有無など現時点では不明である。 

・給水事業者への給水取付けに関する調整は未協議である。 

 

 （放送設備、監視カメラの配置） 

   ・公園事務所（発注者）から、放送設備および監視カメラの配置における設置方法について、

提案を求められた。 

   ・無線による伝送方式は困難であると判断し、インターネット回線を利用した伝送方式を提案

しているが、遺跡展示施設との調整ができないため、伝送方式について説明をした程度であ

る。今後、建築設計において詳細を検討していく必要がある。 

   ・次ページに提案内容に示す。 
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湿地部の土質改良（パルコート）の施工方法 

 

1.配合量の決定は、実際の現地の土をサンプリングして、室内配合試験により、「室内目標強度」に  

が得られるパルコート添加量を決定します。 

 

2.養生期間は、室内試験における養生期間は 7 日間であるが、実際の現地の土をサンプリングして、  

養生期間を決定する必要がある。 

 

3.施工方法は施工性を考慮し、トラクター撹拌を適用する。 

施工手順は、次のとおりである。 

   ①バックホウ（湿地系）にて、パルコートを散布・敷き均しをする。 

    パルコート添加量：180kg/m3 改良深さ：20cm  パルコート 500kg 袋ですので 

    13.88m2 に 1 袋を満遍なく敷き均す 

     ※室内試験の結果により、添加量は変わる可能性があります。 

   ②トラクターにて撹拌混合（2 回）する。 

   ③転圧は、バックホウを走らせる or トラクターを走らせる。 

   ④地表面の凸凹や河岸部は、バックホウのバケットにて整正する（均す）。 

   ⑤改良工区と非改良工区の境目等は、タンパ転圧等にて施工する。 

 

  ただし、河岸（緩傾斜護岸部）については平地以外となり、トラクター撹拌による改良ができないため、バッ

クホウによる混合撹拌した改良土を用いた覆土、のり面整形の施工方法となる。 
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